
チェックポイント！ 

ココに寄生しやすい!! 

ノミ 

マダニ 
 

 

もうすぐ春を迎え予防シーズンがスタートします！ 

意外と近くにいる寄生虫･･･それは“ノミ・マダニ”です。 

暖かくなり活発になり始めます。 

そしてノミ・マダニは人にも害を及ぼす人畜共通感染症です。 

 

 

 

 

 

 

お家に持ち込んでしまうと大変なことに！！ 

お家の中は快適な環境なため大繁殖… 

ノミが寄生し、吸血から産卵までは約２日です。 

１回に産む卵は 1,000 以上ともいわれ、卵が生き続けるのが約５０週 

お家の中でノミを確認した場合は、５０週間駆除し続けましょう！ 

〈ノミを見つけたら？〉 

病院で、ノミの駆除薬を処方しますのでお電話ください。 

〈恐ろしい病気〉 

ノミに刺されると、貧血やノミアレルギー皮膚炎など起こします。 

瓜実条虫症は、人にも感染する病気･･･人も動物も含め、ほとんどが無症状。 

多く寄生していると腹痛・下痢などを起こす場合があります。 

グルーミングをした際に食べることで感染します。 

便や肛門周りに米粒みたいなものがあると感染している可能性があります。 

 

 

 

 

 

 

マダニは、産卵してから約 2 週間で幼ダニが孵化。 

その頃から寄生する瞬間を狙っています！ 

〈マダニを見つけたら？〉 

決して無理して取ろうとしないでください！ 

つまんで取るとくちばしがギザギザしているので体内に残ったり、 

病原体が体内へ入って化膿してしまいます。 

病院で取るか、駆除薬を処方してもらいましょう。 

〈恐ろしい病気〉 

マダニに刺されると、貧血や皮膚炎・患部化膿が起こります。 

出血熱 SFTS（重症熱性血小板減少症候群）は年々増加傾向にあり、 

人にも感染、死亡する例も多い恐ろしい病気です。 

感染すると食欲や元気がなく、発熱・嘔吐などが起こります。 

人は、感染した動物の唾液や咬傷など濃厚接触から感染。 

マダニに吸血されてから体調がおかしい場合は直ぐ病院へ！ 

 

 

 

身近で聞くことが多いノミ・マダニは予防薬 1 つで 

人も動物も感染せずに過ごすことが出来ます！！ 

冬の間は、感染リスクが低いとはいえないとは言い切れません。 

予防シーズンが始まる今、年間の予防についてご相談下さい♪ 

 

➢ １年中活動 

➢ 13 度以上で活発に活動、暖かい場所を好む 

➢ 公園の草むらなど身近な場所に生息 

➢ 人の服や靴から持ち込むことも… 

 

➢ 春と秋がピーク 

➢ 公園の茂みにもいますが、 

土手の草むら・山林などに多く生息 

➢ 人の服や靴から持ち込むことも… 

 


